
1 

 
■赤塚四・五丁目地区景観まちづくりについて 
 
１ 板橋区景観計画について 
 板橋区では、平成 23年３月に景観行政団体となり、同年８月に板橋区景観計画
を策定し、板橋区全域を「一般地域」、重点地区として「板橋崖線軸地区」「石神井
川軸地区」の２地区を指定した。 
また、策定時点以降の景観形成重点地区の候補地区として景観計画Ｐ2-8、表 2-

3に一覧を示している。この候補地区について、順調に重点地区の指定を進め、一
覧の最後尾である赤塚四・五丁目地区は、令和５年度より地元の景観まちづくりの
活動を開始している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

                          令和 8 年度指定を目指す。 

資料２ 
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２ 赤塚四・五丁目地区について 
（１）検討区域及び地区の現状 

●区域 
   

●面積 
約 ３８ ha 

●現状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）景観形成重点地区指定までの流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・赤塚溜池公園、赤塚公園を中心とする崖線
と、その周辺には歴史を感じる神社仏閣が
点在している。 

・農地や緑が豊かであり、自然と調和した街
並みの形成が必要な状況となっている。 

・建売住宅の計画に伴うミニ開発が進み、良
好な住環境の保全対策が求められている。 

・隣接する板橋崖線軸地区の市街化の進行と
景観的な乖離があることで、地元に違和感
が生じている。 
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地元勉強会（令和 5〜6 年） 区の手続き（令和 7〜8 年） 

●令和４年度 

・地元町会、勉強会挨拶、頭出し 

・まちづくりニュース配布(２回) 

赤塚四丁目全域及び赤塚五丁目の一部 

【凡例】 

    赤塚四・五丁目地区 

      板橋崖線軸地区 

松月院通り 
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（３）専門家による地元支援 
 コンサルタント委託により、地元支援を行っている。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）令和５年度の取り組み状況と予定 

令和 5年８月６日    プレイベント（勉強会参加者の発掘、取組みの周知） 
令和 5年 10月 29日   勉強会①（専門家同行によるまち歩き） 
令和 5年 11月 17～26日 啓発イベント（デジタルスタンプラリー） 
令和 5年 12月 5日  勉強会②（景観づくりの学習など） 
令和 6年１月下旬   地区内住民意識アンケート調査の実施（予定） 
令和 6年３月中    勉強会③（景観まちづくりプラン骨子の検討） 

 
（５）令和６年度以降の予定 
  令和６年度中  景観まちづくりプランの検討・策定 
          ・勉強会３回程度 
          ・地区内住民への啓発イベント 
          ・景観まちづくりプランへの意見募集 等 
  令和７～８年度 景観計画変更手続き 
  令和８年度末  景観形成重点地区として指定予定 

 
【参考】『赤塚四・五丁目地区景観まちづくりニュース』の発行 
・Vol.1 令和４年 12月発行（第 19回審議会にて報告） 
・Vol.2 令和５年 3月発行（    同上     ） 
・Vol.3 令和５年 12月発行（参考資料２参照） 
景観まちづくりの進捗に合わせ、追加発行を予定 
※バックナンバーは区の HPに掲載しています。  ⇒⇒⇒⇒ 
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・実績 

 東京都  景観施策のあり方検討 

 八王子市 八王子駅周辺地区景観の手引き作成及び屋外広告物地域ルール検討 

 品川区  水辺景観の眺望点抽出業務 

 戸田市・川越市 景観計画見直し業務                など 

区 HP＞防災・環境・まちづくり＞都市計画・景観計画・交通政策

＞景観計画＞赤塚四・五丁目地区景観まちづくりについて 


